


「ケータイ戦争」10円

　雅彦は、考え事をしていた。雅彦は、高身長、高学歴、高収入と三拍子そろっている。彼女の萌と、手を繋いでいた。萌は、青いブルーのコートが良く似合う。
「雅彦、聞いてるの？」
「ん、何の話だっけ」
「だからさー」
「うん」
「携帯電話って、スマートフォンが出るまでは、ガラパゴス携帯って呼ばれてなかったじゃん」
「確かにね」
「あれってさ。メーカーの戦略だよね。勝手に希少種にしちゃって。実際、全体の携帯電話のパーセンテージで言えば、ガラケーのほうが多いんじゃない」
「ああ、そうかもね。わしも、友人の友則とか、ホームセンターの兄さんとかガラケーよく見るもん」
「だよね」
萌はマシンガンのようにしゃべる。
「私、ガラケーって名前は、断固反対なのよ。古い携帯をガラパゴスと命名して、いかにも絶滅させようって魂胆ね。そんでさ、スマートフォンがいかにも最高の一級品なんて例えて、購買意欲を刺激するのもどうかと」
雅彦の目は、数メートル先の若い女子のミニスカートから見える太ももを見ていた。萌の顔に視線を戻す。
「ちょっと雅彦、他の子見るなんて失礼よね！」
「あ、いや、その」
「は、何！言い訳なら聞きたくないんだけど」
「スマートフォン見てたんだ、ほらあの子」
「え、どれどれ」
女子のバッグから、赤い携帯が見えた。
「赤いダコモの新機種ね。OSはアンドレだっけ」
「CMでよく見るよな」
「じゃね」
雅彦は、ポケットからガラケーを取り出して弄る。
「わしは、ガラパゴスが好きだな」
「どうしてよ？」
「片手で打てるじゃん。余計な機能もないしね」
「まじー？」
「まじまじ」
「じゃあさ、スマートフォン批判しようか？」
「おっけ」
「スマホの悪いところを上げよう」
「スマホって、本当はスマフォだよ。略称から間違っている」
「何それ、細かくない？」
「そういうところが嫌なんだ」
「ふーん」
「じゃあ次私ね。セキュリティが脆いところ」
「そうそう。結構、無料アプリに落とし穴があるよね」
「タッチパネル操作が難しい」
「わかるわかる」
「何がどの機能か不明で」
「バーコードリーダーなんて、扱えなかったりする人、けっこう多いじゃん」
「私も、メルマガ登録で不便だったわ」
「いちいち、携帯ショップに行くのも、たいぎぃわな」
「アンド、有料アプリが欲しくなるのが危険よね」
「ほんと、高校生でもワンクリックで買えちゃうから、お金に歯止めきかないって感じ」
「あと、基本料金高くね？」
「高い高い、２年間千円オフとかで誤魔化してるよね」
「プラス、有害なサイトも見れるっていうのが」
「犯罪につながるって？」
「爆弾なんて、パソコン触れなくても、スマホあれば小学生でもわかるんじゃない」
「まじで？」
「まじまじ」
「超うけるんですけど」
「この前俺の姪と甥がさ、スマホ離さなくて、ミニゲームで遊んでばかりって姉ちゃんが言ってた」
「ミニゲームやり過ぎて、馬鹿になったりして、きゃはっ」
「うわ、それ困るわ」
「私、スマホ本体が高額だから、落として壊したりしないか余計な心配しちゃう」
「目も悪くなるし、首や肩こりする人が増えてきたよね」
「俯き加減が、血行不良と首の骨に負担かけるじゃん」
「肩こり嫌じゃのう」
「スマホと言えば、盗撮とかってどう？」
「盗撮か」
「警察官やらサラリーマンがよくやるよね」
「裁判官も新聞に載っていたよ。他人のパンツ見て、何が楽しいんだか」
「理解に苦しむよね」
「あれも、スマホのアプリで音が鳴らなくなるやつとかダウンロードできるらしいじゃん」
「たぶん……」
「結局のところ、スマホが流行らなければ、ここまで盗撮が横行してなかったと思うんだ」
「だよねー」
「それだけ、スケベ親父が多いってこった」
「金払って、風俗いっとけって感じぃ」
「ほんとだよ、捕まったら人生終わりだからね。社会的地位を失って、刑罰を受けて、妻に離婚される。パンツ一枚を見るためにリスクが高すぎる」
「言えてる、きゃはっ」
「使う人のモラルが開発されなきゃ、悪用に使われるわな」
「座布団１枚」
「さんきゅ」
雅彦は、にやついた。
「今日一日、無料期間を試して良かったから、萌を操作するアプリ正式に買うわ」
「お買い上げありがとうございます」
雅彦はスマホを取り出した。
萌アプリをダウンロード中です。
100％完了。
萌アプリをダウンロードできました。


完
